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ニッポン列島適材適所
私は、24年間（名古屋18年、東京6年）リクルート社にて、採用支援のシゴトに従事し、
2016年ふるさと「岐阜」で採用コンサルティング会社を起業。
2021年5月「採用支援サービス」の幅を広げるべく、リクルーティング・デザイン社にもジョイン致しました

「都心からの視点」「地方からの視点」をあわせもつことで、
都会のみならず、ローカルを支える産業の人材不足を解消すべく、
「採用成功パートナー」としてお客様の課題解決を行なって参りました。

コロナ禍で大変な打撃を受けた観光業ではありますが、
ニッポンの「おもてなし」を求めるニーズは必ずや復活し、国内需要とともに、
年間3000万人の外国人観光客が戻り、中長期的には年間6000万人まで増加すると期待されています。

人口減少により「人材不足」「若者不足」が叫ばれる中、キャリア向上に取り組む外国人材を受け入れ、
定着・活躍を支援する組織作りは、重要な人事施策であることは明白です

私は、2017年より「人口世界四位」インドネシアで、観光を学ぶ学生と、
ホテル・旅館業の事業者様に「インターンシップ」という形で、人材交流を開始。
アジアの若者の育成を通じて、サービス価値向上に繋げ実績を積んで参りました。

2019年からは、「親日国である」台湾にも輪を広げ、自動車整備、航空、介護業界など幅広い分野へ、

そして、現在は「特定技能」在留資格での就職支援にも注力しております

ひとりでも多くの外国人材の 「はたらく」を通じたハッピーマッチングをお客様と共に創る。
日本人と外国人材が共生する社会を通じて、職場の風景を変えていく、、、この志で事業を進めて参ります

代表 薄田 朋和2
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大学生などが自らの専攻・将来のキャリアプランに関連して、

大学在学中に一定期間、企業、その他で就業経験を積むため

の実習制度。

実際に日本で就労経験をすることで、将来、日本で就職する

イメージや日本語のスキルアップが図られます。

また就業意識を深め自らの適性を知ることにも役立つと考え

られ、学校から就労段階への円滑な移行に寄与すると考えられ

ています。

インターンシップとは

学生のＷＩＬＬ（専攻・将来の夢）を尊重し、ＣＡＮ（ニッポンの技

術・おもてなし）を磨くことで、個人の成長機会を創造する

在留資格：特定活動9号➡インターンシップＶＩＳＡ（最長1年）



インドネシア現地教育機関と提携
観光大学または日本語専攻の大学生の単位（授業の一環）取得として、

日本のホテル・旅館での実践的な就業プログラムを実施していきます
●企業への提案・大学への説明・学生面談・受け入れ支援、国内滞在中の生活支援を行ないます

【PT-JIPA 本社：SOLO 本部：BALI】
インドネシアの教育機関とともに
日本語学校をはじめ日本の教育機関
及び日本企業と連携し、渡航希望者の
立場に立ったプログラムを提供
・日本への留学支援
・日本の観光ホテルへの
インターンシップ支援

インドネシア現地とZOO面接
（箱根の旅館にて）

現地での会社説明会、面接
（BALI観光系大学内）

【協定校】40校以上
・バリ、ジャカルタの観光系大学
・日本語学科のある大学

【インターシッププログラム】 ※インドネシア大学（ホテル学科）➡ホテル・旅館研修

・学生の募集→現地言語にて説明会/ 希望者の選考
・来日前には、プログラム事前オリエンテーション・日本語教育等を行います 4
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【入国時】空港からのスタッフ帯同、寮生活のオリエン
テーション、役所への住民登録手続き、銀行口座開設、
研修時の通訳及び日本語教育プログラムを弊社が担当

【生活／社員寮】
・1部屋2名利用
・家賃（学生負担1万500円）
・光熱費（学生実費負担）
・シャワー・トイレ室内設置
・共同：洗濯機・調理場
・Wi-Fi完備（無料）
・通勤用自転車（貸与）
・昼食：無料（勤務日のみ）
【渡航費用】
・往復交通費を企業が一部負担

【インターンシップの流れ①／実績：沖縄県リゾートホテル】

入国 職域 人数

1期生 2017年6月（1年） 客室管理 20名

2期生 2018年6月（1年） 客室管理 20名

3期生 2019年3月（1年） 客室管理 26名

3.5期生 2019年6月（1年） 調理 8名
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インターン期間中、企業と大学及び学生の橋渡しをサポートさせて頂いております。

勤務開始から半年後、現場視察・学生のフォローアップのため大学の先生が訪問
（写真） 企業ご担当者様と、大学・理事長、教科主任との打ち合わせ

【インターンシップの流れ②／大学との連携】
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文化や生活習慣の違い等で
問題が起こった際など、
どんな些細なことでも、
企業様、学生の間に立ち、
橋渡しをいたします

LINE等で常に連絡を取り合い、
学生の仕事・生活面も365日
24時間できる限り、
寄り添いフォローして参ります

バリ現地新聞にて20名の
日本へのインターンシップが
記事に取り上げられました

【インターンシップの流れ③／コミュニケーション支援】
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【44-project】「インターン」「特定技能」「高度人材」支援実績 140名

インドネシア
（合計数 120名）

台湾
（合計数 5名）

ネパール・中国
（合計数 15名）

１名(広島)

9名 (静岡)

74名 (沖縄)

11名 (神奈川)

【2017年6月～2022年現在】

10名 (岩手)

１名 (宮城)

３名 (千葉）

２名 (三重)

７名 (千葉)

14名(岐阜)

６名 (岐阜) １名 (愛知)

１名(神奈川)
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【特定技能】

2019年4月より新たに創設
「対象14分野」「最長5年勤務（1号）」「日本人同等の勤務条件」

（政府目標）2024年までの受入：34万5,150人 ⇒2021年12月末：約5.0万人

対象 受け入れ規模

１ 介護 6.0万 5,155名

２ 外食業 5.3万 1,985名

３ 建設業 4.0万

４ ビルクリーニング 3.7万

５ 飲食料品製造 3.4万 18,099名

６ 宿泊業 2.2万 121名

７ 農業・畜産 3.65万 6,232名

対象 受け入れ規模

8 素材形産業 2.15万

9 造船・舶用工業 1.3万

10 漁業 0.9万

11 自動車整備業 0.7万 708名

12 産業機械製造業 0.52万

13 電子・電気機器関連産業 0.47万

14 航空業 0.22万 36名

弊社として取り組みたい対象分野 （2021年12月末現在の人数）

インターンシップ
経験（6～12カ月）

単位
取得

大学
卒業

（選択）
A：特定技能1号（最長5年）
B：技術・人文・国際業務
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